
　　　　

▼卓話予告

2/8　「ハラスメントについて」

　　　　　中矢才子様

2/15　「天草四郎と島原の乱に

ついて」　正田常雄様

2/22　　佐野　清 元会長

3/1　　 佐々木 洋 名誉会員

職業奉仕月間

　今月は職業奉仕月間でございます。

　ロータリーが、他の奉仕団体と異なり

最も大きい特徴は、職業奉仕と言う概

念が、ロータリアンの大きな誇りとする

価値観が、社会に信頼されている点だ

と思います。

　ロータリーは、職業人の親睦を目的と

して作られ、楽しい雰囲気で会員みん

なが、心から楽しみ、自由で会員同志

が信頼しあい、お互いに知識と経験を

生かし相談しながら、職業奉仕の実践

へとつながっていく事です。

　「相手の事を考え、相手のお役に立

つ行い」を、企業経営の基本に置くこと

が、企業倫理を向上させる事になり、企

業倫理を高めることで、お客様の信用

を得て、企業の継続と発展につながる

事となります。すなわち、「最もよく奉仕

するもの、最も多く報いられる」のロータ

リーの思想であります。

　事業経営者の人間性を高める事が、

大切であります。ロータリーの第一の仕

事が、人作りにあり、生活の様々な領域

に役立つ、有能な人物育成する事にあ

八尾ロータリークラブ　2016－2017年度　　　会長　山本　昌市　　　幹事　山陰　恭志
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八尾ロータリークラブ　テーマ

会長　山本　昌市

奉仕への情熱と創意を
積み重ね、品格を高めよう

国際ロータリー　テーマ

国際ロータリー 会長　ジョン・ジャーム

人類に奉仕する
ロータリー

国際ロータリー 第2660地区　テーマ

国際ロータリー  第2660地区  ガバナー　松本  進也

The Ideal of Service
ロータリーの根幹精神

言行はこれに照らしてから

１．　真実か　どうか

２．　みんなに公平か

３．　好意と友情を深めるか

４．　みんなのためになるか　どうか

四つのテスト

八尾ＲＣバナーの主旨
「我々のクラブは、老いも若きも
相手を敬愛し、和気あいあい、
楽しいクラブライフを送っている
ことが誇りであります」
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▼開　会　「点　鐘」

▼ロータリーソング

　　「国歌」　「歓迎の歌」

▼新会員紹介　山本隆一会員

▼ロータリーの目的の唱和

▼出席報告

▼在籍表彰

　会員年次表彰

　在籍２７年　中川　將会員

　在籍　９年　澁谷登志和会員

　在籍　９年　長竹　浩会員

▼お誕生日お祝い

　　　大槻恭介・宇野泰正・

　　　山本昌市会員

▼その他の報告

▼会務報告

　「会長の時間」「幹事の時間」

▼ＳＡＡ報告　ニコニコ箱

▼卓　話　「私とロータリー」

　　　　　井川　孝三　元会長

▼閉　会　「点　鐘」

会 長 の 時 間

 



ります。まさに事業経営者の人間性を

高める修練の場であり、経営者であるロ

ータリアン自身が、精進を通じて職業倫

理を向上させ、人からも愛され、事業の

継続性も可能となります。

　具体的に表現しますと、利益を追求

する企業にあって、取引にかかわる全

ての関係者に、満足が得られるよう配慮

し、みんなに喜ばれる事が、企業繁栄

につながると言うことです。

　即ち、お客様には正直親切、従業員

には公平な待遇、同業他社には信義と

友情、誠実な取引が、発展、繁栄につ

ながります。

　ここに自己判断の基準として、「4つの

テスト」があります。

　ロータリアンには、「奉仕の哲学」を理

解実行し、職業倫理の向上によって栄

えた事を、同業他社にも及ぼして行く事

が、最終の目的になります。つまり職業

奉仕は、自らの職業に対し、誇りと愛情

を持ち、経営に最大の努力を払い、金

儲けだけを目的とする事なく、企業の道

徳的水準を高め、職業を通じて社会に

貢献すると言う、ロータリーの精神を他

に勧める事であります。

　つまり、職業奉仕の考え方というのは、

私達の仕事は社会に奉仕する一つの

手段です。どんな分野であろうと、私達

は、能力と高潔さを持って、行う自らの

仕事に誇りを持っています。

　それぞれの職業が、ニーズを満たし、

自分たちの務めを遂行する事で、私達

は、地域や社会に貢献しているのです。

　ロータリーでは、会員の多様性が私達

の強みなのです。奉仕だけでなく、会

員にも仕事上役に立つ、つながりや機

会を見つける重要な手段をあたえてく

れます。ポール・ハリス自身の考えは、

ロータリアンであることとは、その人と仕

事を一緒に出来る、価値観を持ってい

るという信念を持って、結びつきを誇り

に思うことであります。仕事は天から授

かった物とロータリーは考えています。

天職を大切にして立派に仕上げ、世の

為、人の為、役立たせこと。そのお蔭で

幸せな生活が出来る。これがロータリー

の精神であります。

▼来月12日、梅花高校のチアリーディ

ング部25周年記念公演の招待状が届

いております。ご希望の方は事務局ま

で。

▼31日に八尾河内音頭まつりの会議が

開催され、中西前振興会会長と私で出

席します。まつりには当クラブからも長

竹、野村、相馬会員が出向しています。

▼Ms Alice B. Coronel

　日本にはもう、36年住んでいます。大

阪柏原高校で英語の先生を16年やっ

ています。今日は訪問できて、とてもう

れしく思っています。

「人生を振り返って」

▼中西　啓詞　元会長

　私は昭和15年に八尾に誕生し、はや

76年、後期高齢者の仲間入りをしてお

ります。八尾RCに入会したきっかけは、

父が昭和40年に入会し約20年間、八尾

RCにお世話になりました。61年に83歳

で亡くなりましたが、その間、誰よりもロ

ータリーライフを満喫したと聞かされまし

た。

　父が亡くなって３年後に故山畑雅裕

氏と谷村安脩氏の紹介で、平成元年１

月に入会させていただき、今年で28年

目になります。

　平成５年には、インターアクト委員長

をさせていただきました。特に記憶に残

っているのが、海外研修で金光八尾の

皆さんとタイのバンコクへ行ったことで

す。その時の地区インターアクト委員会

の委員長が当クラブの中島孝夫会員で、

大変お世話になりました。

　入会５年目の私は国際親善、友好、

交流の素晴らしさを初めて体験しました。

タイのロータリアンの心からの歓迎と、

人々の人情の厚さが大変印象的でした。

生徒たちも互いに親しくなるのが早い

のには、一種の感動を覚えました。

　わずか４日間でしたが、数々の思い出

と成果を残し、お別れパーティでは別

れを惜しみ肩を抱き合いながら涙する

光景に、私も目頭が熱くなりました。若

い人たちの利害関係のない純真な交

流には、教えられるものが数多くありま

した。この体験をいかし、国際的な視野

に立ち、大きく成長されると期待しまし

た。

　平成８年には、世界社会奉仕委員長

をさせていただきました。友好クラブの

フィリピン・サンタマリアRCと共同で白内

ご 挨 拶

幹　事　報　告 

卓 　 　 　 話



障や甲状腺切開手術、口唇口蓋裂（い

わゆるみつくち）手術の援助をしました。

　フィリピンに当時の松本会長、加藤幹

事、大槻国際委員長、増田会員ととも

に訪問し、過去に八尾RCから寄贈、援

助してきた井戸やダム、救急車、ごみ収

集車、リハビリ機器などの使用状況を視

察。長年の支援が無駄に終わることなく

地域の皆さんに役立ち、感謝されてい

ることを確認しました。

　その５年後、コンピューター学校を寄

贈した翌年から突然、音信不通になり

交流も途絶えましたが、一昨年に突然

サンタマリアRCの方が訪問され、びっく

りしました。

　平成10年、木村義一会長のもと、幹

事をさせていただきました。就任前の地

区協議会では「会長のサポートに徹し、

会長が黒いものを白と言っても、それに

従うべし」と言われました。年度のテー

マに沿い、中学校で薬物乱用防止教

室を開催するなどしました。また大阪八

尾フレンドＲＣ（現在の大阪フレンドＲ

Ｃ）創設にも力を注ぎました。

　平成20年、当クラブ50周年の会長に

推挙されました。身に余る光栄で、身の

引き締まる思いでした。大槻50周年記

念実行委員長のもと、国際奉仕ではカ

ンボジア僻地の小学校の施設改良事

業を、国内では市民600人が参加したウ

ォーキング大会を実施しました。また八

尾市中学校の音楽祭も支援しました。

　50周年の式典は平成23年3月23日に

予定していましたが、同月11日に発生

した東日本大震災のため自粛しました。

そして5月18日、竣工したばかりの商工

会議所で、記念例会を開催しました。

　この年度にはまた、当クラブより第

2660地区に松本新太郎ガバナーを輩

出しました。

　その後、私事ですが八尾商工会議所

の会頭を仰せつかり、ロータリー活動は

あまりできませんでした。昨年10月末に

会頭を退任しましたので、今後はできる

範囲で協力させていただきたいと思っ

ております。

　次に仕事の話ですが、私どもの会社

は創業58年目です。58年前、斜陽化し

ていたそれまでの凍り豆腐の製造に見

切りをつけ昭和33年、父と義兄と私を中

心に、家族ぐるみで牛乳会社「日興乳

業」（現メロディアン）を創業しました。当

時18歳で高校3年生の私は、進学を断

念しました。

　当初は牛乳ビン6本の配達のスタート

でした。5年間は言葉に尽くせない苦難

がありましたがそれ以降、小さいながら

もおかげさまで順調に伸び昭和43年、

桜ヶ丘に新工場を竣工させました。

　ところがその3年後、八尾市の都市計

画で「工場を移転してほしい」と申し出

があり驚きましたが、承諾して移転する

ことにしました。

　この移転が、当社にとり大きな転機と

なりました。この移転がなければ、当社

は現在まで存続していなかったと思い

ます。創業当時、大阪府では乳業会社

が58社ありましたが、現在では淘汰され、

6社しか残っておりません。神仏のご加

護で、大きな運をいただいたのです。

　どうせ新工場を建てるなら、最新鋭の

設備を導入しようと考えました。牛乳や

乳製品を完全に殺菌し、無菌で充填す

るロングライフ、長期保存設備です。

　当時は牛乳を殺菌機で処理すると、

日持ちは常温で3～5日程度でしたが、

無菌充填設備は常温で60日間保証で

きるという画期的な機械でした。当時国

内の大メーカーでも、この設備はテスト

プラントぐらいしか持っておらず、もちろ

ん中小メーカーにはどこにもありません

でした。

　普通の機械の3～4倍の金額でしたの

で、八尾市の移転補償でも到底足りま

せん。しかし最新鋭の設備が将来必ず

役立つと信じ、決断しました。そして昭

和50年、現在本社がある旭ヶ丘に新工

場を竣工させました。

　この設備は、厚生省の規制で牛乳に

は十分活かすことはできませんでした

が、コーヒーフレッシュで活用できました。

51年、父がロータリーの世界大会に参

加し、ヨーロッパを旅行した際に、小さ

なポーションパックに入ったコーヒーフ

レッシュを見つけてきました。

　早速、私はヨーロッパに飛んで市場調

査し、機械メーカーを訪問しました。当

時日本ではインスタントコーヒーが家庭

で急速に普及し始めており「これなら国

内で絶対にヒットする」と確信しました。

当時の売上は8億円ぐらいでしたが、1

億8000万円するその充填機の購入を、

その場で決断しました。

　そして52年春、「メロディアン ミニ」と名

付けて新発売。予想をはるかに超える

大ヒットとなったのです。

　その後、増設に次ぐ増設で工場も手

狭になり、需要に追いつかない状態と

なり昭和61年、三重県上野市（現在の

伊賀市）に新工場を建設しました。コン

ピューターを駆使、調合から出荷まで

全ライン最新鋭の設備を導入し、世界

有数の工場とお褒めをいただきました。

　生産性も大幅に向上し、現在もコーヒ



ーフレッシュの市場シェアは約60％と、

業界トップを堅持しています。

　このほかこの工場の無菌技術や無菌

容器を活用し、シロップやレモンなど年

間約33億個を製造しています。

　当社の基本方針の一つである顧客第

一主義に基づいた「おいしさはしあわ

せ」「美と健康」をテーマに、機能性飲

料の数々を開発、販売しております。

　三重工場は24時間フル稼働しており

ますが、操業30年となり設備も一部老

朽化したこともあり、その設備の更新と

危機管理のため昨年9月、群馬県伊勢

崎市に関東工場を建設しました。

　当社がここまで成長できたのは、振り

返ってみますと神仏のご加護をいただ

きながら、現状維持ではなく常に新しい

ことに挑戦し創造、改革を続けてきたか

らではなかったかと思います。

▼山本（昌）会長　大寒を迎え、一

年で最も寒さがきびしい頃です。お

身体に皆様気をつけて下さい！

▼田中副会長　温度変化が激しい

ですが、体調管理に、気をつけて

下さい。

▼山陰幹事　中西会員本日卓話よ

ろしくお願いいたします。

▼高井会員 在籍内祝い。

▼居相・宇野・飯田・児林・小谷会

員 例会欠席お詫び。

▼中西（啓）会員 本日の卓話よろし

く！

▼池尻会員　誕生内祝い。

▼寺坂会員　ニコニコ宜しく。

▼中川（將）会員 中西さん卓話頑

張って下さい。

▼中川（廣）会員　中西会員、本日

の卓話たのしみにしております。

▼濱岡会員 中西さん卓話楽しみに

しています。ニコニコ宜しく。

▼柏木会員　在籍内祝い。例会欠

席お詫び。よいことがありますよう

に！！

▼長竹会員　中西さん　卓話楽しみ

です。

▼吉田会員　野村さんありがとうご

ざいます。

▼水野会員　前米山奨学生ミシェ

ルに恋人ができました。

▼野村会員　いつもコーヒーありが

とうございます。

八尾ロータリークラブ会報 クラブ広報委員会
お気付きの点がございましたら、
広報委員会までご一報下さい

委員長 ▼ 小谷　逸朗　　副委員長 ▼ 奥谷　英一
委 　員 ▼ 池尻　誠　　吉本　憲司

■ 出席報告

月日

1/11

1/18

1/25

会員数

58

58

58

出席

45

40

42

（内出席規定適用免除者）

8

6

7

メークアップ

0

出席率

84.91％

78.43％

80.77％

確定出席率

84.91％

　1月合計額　 　２１４，０００円

年度累計　　２，００４，１００円

ニ　コ　ニ　コ　箱

ロ ー タ リ ー の 目 的

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、
これを育むことにある。具体的には、次の各項を奨励することにある：

第１　知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること；

第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値
　　　　あるものと認識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン
　　　　各自の職業を高潔なものにすること；

第３　ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および
　　　　社会生活において、日々、奉仕の理念を実践すること；

第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを
　　　　通じて、国際理解、親善、平和を推進すること。
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